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アルコール飲料容器におけるユニバーサルデザイン
－アルコール飲料を表す触覚記号の提案－

1．はじめに（研究の流れ）

　アルコール飲料と容器デザインの多様化が
進み、さまざまな機会・場面や対象者にあわ
せたアルコール飲料が市場に展開されている。
特に低アルコール飲料の多品種化が目立ち、
なかには外観からは清涼・果汁飲料などと識
別がつきにくい製品もある。このため清涼・果
汁飲料等との誤認防止を目的として、日本洋
酒酒造組合では低アルコール度リキュール類
等に「酒マーク」を表示することや外観表示
でも誤認されないように、色彩、絵柄等を配
慮することを定めている（＊1）。
　しかしながら、「酒マーク」や外観表示は印
刷などによる視覚情報であるため、視覚障害
者や視覚機能の低下したものではその情報を
取得することに困難があり、晴眼者において
もうっかりと表示を見逃してしまう場合もあ
る。誤飲事例として国民生活センターに寄せ
られたものには、「70歳代の男性が清涼飲料
と見間違えてアルコール飲料を飲み、急性ア
ルコール中毒で入院した」、「同僚に『お土産』

と渡したら、ジュースと間違えて車を運転中
に飲みそうになったので、酒だと教えて飲ま
ずに済んだが、もし誤って運転中に飲んでい
たらと思うとぞっとする。」、「祖母が3歳の孫
にジュースと誤って缶入りチューハイを100
ミリリットルほど飲ませた。点滴を打って治
療した。」、「母親が兄を幼稚園に送っている間
に、祖母が1歳の孫にジュースと間違えて低
アルコール飲料を飲ませてしまい、中毒症状
になった。」、　「中学生の息子がアルコール飲
料をジュースと思って購入した。知らずに飲
めば危険である。」、「3歳の子どもがジュース
と間違えて缶入りチューハイを飲んでしまっ
た。ふだんから同じメーカーのジュースをよ
く飲んでいたため、識別できずに飲んでし
まったらしい。病院で治療を受けた。」といっ
た例が報告されている（＊2）。
　東京都養護教諭研究会が2000年3月に発
表した「アルコール・薬物に関する意識実態
調査」（小学5年から中学3年までの12521
人を対象（有効回答98％））においても、飲
酒の理由について『「間違えて飲んだ」は小学

アルコール飲料の多様化に伴い、さまざまな容器形状やデザインのアルコール飲料が市販されている。な
かにはアルコール飲料と清涼飲料の容器の外観が類似しているものもあり、子供や高齢者などの誤飲も発生
している。
　また、内容表示は容器に印刷されているので、視覚障害者が飲料容器の外観からアルコール飲料であるか
否かを知ることは難しい。そのため、1995年から一部のアルコール飲料容器に点字がつけられはじめた。
しかし、点字を使用することのできる者は視覚障害者のうちの約１１％であるとされており、すべての視覚
障害者に理解できるものではない。
　アルコールの不適切な摂取は有害であるため、アルコール飲料を示す表示は誰にでもわかるものでなけれ
ばならない。
　本報告では、視覚障害者だけでなく、より多くのユーザーにわかりやすいアルコール飲料の表示方法を検
討し、視覚でも触覚でもわかりやすいアルコール飲料の表示記号のデザインを提案した。

With diversification of alcoholic beverages, they are sold in containers of various shapes and designs. Due
to similarity of the appearance between alcoholic beverages and soft drinks, children and aged people might
drink alcoholic beverages by mistake. It is difficult for visually-impaired people to know from the appearance
of the beverage containers whether they contain alcohol or not because the content is presented by printed
label on the containers. Under such circumstances, the use of Braille began in 1995 for certain kinds of
alcoholic beverages. However, only about 11% of visually-impaired people use Braille. As inappropriate in-
take of alcohol is harmful, the content indication of alcoholic beverages has to be well recognizable for every-
one. In this report we propose the design of an indication symbol for alcoholic beverages that is recognizable
visually as well as tactually, through the study of indication methods of alcoholic beverages that many users,
including visually-impaired people, can easily recognize.
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Universal Design of Alcoholic Beverage Container
–Proposal for tactile symbols representing alcoholic beverages–
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生の3位（14.7％）で、中学生も7.9％が「誤
飲」と回答したとしている。「ジュースだと
思ったらカルピスのお酒だった」（中一女子）、
「梅ジュースと間違えた」（小五女子）などの
理由が目立った。』とされている（＊3）。
　また、誤認飲酒防止およびバリアフリーデ
ザインの目的で1995年ごろから飲料缶の蓋
部に「びーる」、「おさけ」等の点字表示が始
められ、紙パック容器においても、キャップ
に点字表示が行われている（＊4）。
　しかしながら、こういった缶容器や紙パッ
ク容器などの点字表示は、点字使用者を対象
に限定したデザイン、いわゆるバリアフリー
デザインである。障害者白書平成17年版概
要（＊5）によると「視覚障害者のうち点字を使
用する者は10.6％で、重度の視覚障害者で
も17.3％に止まっており、」とされており、
視覚情報を得ることが困難な人の多くを占め
る点字非使用者では、飲料容器の中身がアル
コール飲料であるか否かを知ることは現状で
は難しい状況にある。
　ここでは、視覚の障害などにより飲料容器
の中身の情報を得ることができない、あるい
はうっかり表示を見逃すためにおきる誤飲を
防止することを目的に、より多くの人にわか
りやすく誤認しにくいアルコール飲料容器表
示として、視覚でも触覚でも認知・理解しや
すいアルコール飲料の表示デザインを提案す
る。

2．飲料容器におけるアルコール表示の
現状と課題

　缶あるいはボトルなど容器に入れられた飲
料では、購入者および使用者は容器外観に印
刷された商品名、図柄など中身に関する視覚
情報を通じて内容物を確認している。低アル
コール飲料の場合、缶の外観に果物の絵など
を表示しているものも多く、商品名もアル
コール飲料を連想しにくいものがあることか
ら、清涼飲料・果汁飲料と誤って購入・誤飲
するケースもあるとされている。
　一方、視覚情報を得ることができないある
いは困難な視覚障害者は、印刷情報を得るこ
とができないため、情報取得に関しては写真
1に示すような状況を体験していると考えら
れる。そのため、缶蓋あるいは紙パック飲料・
ペットボトルキャップには、触覚で識別でき
る記号として、写真2、3に示すような点字
あるいは凸文字がつけられている。ただし、凸
文字は文字高さ4～4.5ｍｍ、浮き出し高さ
0.05～0.1ｍｍ程度の大きさであることか
ら、触覚によって読み取ることには困難があ
り、視覚に対応した表示と思われる。現在ア
ルコール飲料の容器は、瓶、カップ状容器、パ
ウチ、ペットボトルなどさまざまなものが販
売されており、その一部には点字が付与され
ているものもある。点字表示は、点字非使用
層においても、「点字がついている＝アルコー
ル飲料」と理解し、点字表示の有無を識別に
利用しているとされている。このように点字
表示が利用されている状況においては、アル

写真1　　視覚表示のない容器のイメージ 写真2　　缶蓋部の表示例
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コール飲料以外のものに、たとえばジュース
の種別である「オレンジ」、「りんご」などの
点字表示や「ジュース」、「炭酸」、「ビール」な
どの種別の点字表示を行うことは混乱を引き
起こす可能性がある。結果的に現状では缶に
おける点字表示はアルコール飲料に直結し、
そのため、それ以外の表示ができないなど表
示内容が制限されることになっている。点字
使用者では点字表示に、商品名、ビール、チュ
ウハイなどの種別、味の種類、賞味・消費期
限などを要望する声もある。
　点字以外に　視覚障害者では、特徴ある形
状の容器も識別に利用している。缶容器下部
に浮き出しでダイア模様がつけられたものな
どがこれにあたるが、事例は多くない。
　このような現状を背景に、多くの容器形態
に対応できる統一されたアルコール飲料識別
の触覚記号化に関する要望も出ているが、実
現されていない。
　視覚障害者を対象にした触覚識別表示につ
いての調査（＊6）によると、「アルコール飲料
であることを示す「触覚識別表示」として、点
字以外で共通した凸マークが必要だと思いま
すか」という設問に対し、巻末の＊6に示す
ように回答者全体で「とても必要」との回答
は50％、「やや必要」が29％であわせて約
8割の人が必要性を感じている。
　また、「JIS S 0022-3　高齢者・障害者配
慮設計指針－包装・容器－触覚識別表示」（＊7）
の解説6．懸案事項では、
「6.1　アルコール飲料の触覚識別マークの
必要性について　　アルコール飲料を誤飲
するとアルコールを受けつけない人や子供

にとっては危険な場合があることから，調
査結果でもアルコール飲料への触覚識別表
示の要望が多かった。
　酒類であることの触覚識別表示としては，
酒類の金属缶の天面や紙パックの蓋部に
‘おさけ’の点字表示が普及しているが，こ
れに加えて酒類であることを示すマークに
よる触覚識別表示をつけることについては，
「とても必要」と「やや必要」をあわせると
8割が必要と答えている。点字の読めない
視覚障害者が多いことからも，‘おさけ’の
点字表示の他に，新たな酒類マークづくり
の必要性が高いことが明らかとなった。い
ろいろな酒類があり，かつ紙パック，金属
缶，ペットボトル，パウチ及びガラス瓶な
ど，酒類の包装・容器の種類も多岐にわた
ることから，すべての酒類に，点字の他に，
酒類の統一のマークがつけられるようにな
ることが望まれる。」
とアルコール触覚表示の必要性が述べられて
いる。

3．アルコール識別記号の提案

3．1．消費者用包装・容器における触覚表示
の現状

　製品の外観形状や表示などの視覚情報の取
得に困難がある人々にとって、容器に入れら
れた飲料などの中身を識別することは困難で
ある。これらを解決するものとして、たとえ
ば触覚などでの識別を可能にする表示も増加
している。多くのものは点字を用いて、内容
物やメーカー名などを表示したものであるが、
マークや記号が表示されたものもある。たと
えば、ペットボトル飲料の中身が水であるこ
とを示す「水」の凸文字を容器肩部に入れた
もの（写真4の左）、同じ場所で使われること
の多いラップ類とアルミホイルを識別するた
めの凸記号（写真4の中）、シャンプーとリン
スのボトルで、シャンプー容器の側面にぎざ
ぎざの突起様の凸記号を配置し視覚によらな
い識別を可能にしたもの（写真4右）や写真
5に示すガラス瓶の排出分別用カタカナ凸文
字表示などがある。
　シャンプーの触覚識別容器は考案メーカー
が取得した実用新案登録を公開して他メー写真3　紙パック容器蓋の表示例
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カーにも呼びかけたことにより普及し、事実
上の標準的表示となっている。2000年制定
のJIS S 0021にも事例として掲載されてい
る。その他、業界団体が自主的に制定したも
のとして、牛乳の紙パック容器天部の円形切
り欠き表示などがある。
　以上、一般の包装・容器における触覚識別
について概観したが、点字表示のほか、文字
の立体化、既使用のマーク等の立体化、記号
（形状に特に意味はない）などが触覚記号とし
て用いられている。

3．2．アルコール飲料の触覚識別表示記号の
基本条件

　一般的に印刷などによる視覚情報の取得が
難しいとされる層としては視覚的、認知的あ
るいは加齢などによる身体機能低下者などが
挙げられる。また、外国の人、子供など表示
の意味が理解できない人々もいる。これらの
人々に対応し、よりわかりやすく誤認の少な
い表示方法としては、現在の点字表示に加え、
凸文字による表示、触覚で理解できるマーク・
記号による表示、アルコール飲料で使用する
容器形状の統一などのほか、音声を用いた表
示、ICタグなど先端技術による解決（ICタグ

写真4　　　触覚識別表示の商品事例1
左　凸文字表示「水」、中　凸記号（マーク）表示、右　凸記号表示

写真5　　　触覚識別表示の商品事例2
ガラス瓶の排出分別用の凸カタカナ文字（ム、ソなど）



アルコール飲料容器におけるユニバーサルデザイン－アルコール飲料を表す触覚記号の提案―
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リーダーと音声読上げ機能付の携帯電話によ
り商品説明を聞くことも可能）などが考えら
れるが、少なくとも何らかの「表示」が必要
である。
　また、触覚識別表示が含まれたJIS規格「高
齢者・障害者配慮設計指針」は韓国、中国な
どで国内規格化が実施・検討され、さらにISO
（国際標準化機構）での国際規格化に向けて日
中韓による共同提案が行われるなど、商品の
グローバル化に対応した動きも始められてい
る（＊8）。
　このような背景から、酒造法で規定された
アルコールを含む飲料（アルコール分を1%
以上含む飲料）であることを包装・容器に示
す記号提案の基本的方向として、以下の条件
を設定した。
イ）表示を認知・理解するために特別な機器
　　・用具を必要としない。
ロ）現状のアルコール飲料容器に広く適用が
可能なもの。

ハ）点字非使用者を主としながら、より多く
の人々がわかりやすく、伝えやすく、認
知可能なもの。

ニ）できるだけ現状からのコスト増を避け、
実用化が可能なもの。

ホ）高齢者・障害者規格の国際化を想定し、
できるだけ多くの国・地域で理解が可能
なもの。

ヘ）従来付されていた点字と併用ができるも
の。

3．3．アルコール識別記号のデザイン条件
上記条件から、ここでは、視覚障害者等の
要望（JISS0022-3高齢者・障害者配慮設計
指針－包装・容器－触覚識別表示およびその
解説）を踏まえ、アルコール飲料の誤飲防止
として触知による識別が可能で、視覚的にも
理解しやすい記号を提案することとした。
　現在、各種の識別・表示などにマークや記
号が用いられているが、今後はこれらについ
ても視覚だけでなく、触覚的識別についても
考慮することが必要であると考える。
　提案する「アルコール飲料の触覚識別記号」
は、視覚障害者・児への誤飲防止、サービス
向上、点字表記内容の自由度の確保だけでな
く、視覚に障害のない人にとっても誤飲防止、

安全性の確保、
　提供企業・ブランドへの信頼性向上などが
できるものをめざすこととした。
　また、多様化するアルコール飲料の包装形
態を考慮し、できるだけ多くの包装形態に対
応し、記号自体も識別性が高く、視覚的にも
わかりやすいものを目標とした。触覚識別記
号は一度実施・製品化されると変更すること
は難しく、普及した場合はその記号に類似す
るものを含めて似ているものは使用が出来な
くなる可能性がある。そのため、将来的な展
開なども考慮して設計する必要がある。また、
現状使用されているものとの誤認は避けなけ
ればならない。
　これらの条件に基づき記号のデザイン条件
を策定した。
イ）できるだけ多くの人が識別可能なよう
に、視覚と触覚で記号の意味が理解でき
るもの。特に従来の表示では、情報を得
ることができなかった視覚障害者に配慮
したデザインとする。点、丸などのわか
りやすい触覚記号にして、つける位置で
識別する案もあるが、誤認の可能性など
を考え採用しなかった。

ロ）記号のモチーフになるものとしては、
和・英文字、アイコンなどのシンボル図
形、アルコールをイメージしやすい模様
等が考えられるが、現在普及している類
似の記号との識別がしやすいもの、包
装・容器の外観デザイン・パターンとの
混同を避けることからデザインのベース
を文字とする。わが国においてはたとえ
ばビールの「ビ、び」、酒の「サ、さ、酒」
あるいはアルコールの「ア」など和文文
字の使用もわかりすいと思われるが、記
号の主旨からできるだけ多くの人、国で
認知・理解が可能なものとして英文字を
使用する。

ハ）記号をできるだけ口頭でも伝えやすく、
理解・イメージしやすいデザインとす
る。たとえば、子供や高齢者などに対し
ても、「アルコール飲料の記号は・・・み
たいな記号だよ」のように説明、理解し
やすいことが普及につながると考えた。

二）表示対象の包装・容器の材料によるが、
できるだけ触知しやすく、わかりやすい
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ように高さをとることと、記号自体に高
さの変化を組み込む。また、周辺に触知
を妨げるものがないことなどや表示場所、
表示位置については「JISS0022-3　高
齢者・障害者配慮設計指針－包装・容器
－触覚識別表示」に準拠したものとする。

ホ）色彩は特に定めないが、記号の表示され
る背景と識別しやすいものとする。使用
する際にはコントラストは明度差4 以
上、色覚障害でも見やすい色彩とする。

へ）記号は一定の範囲での拡大もしくは縮小
を可能とし、拡大縮小する場合は各部の
寸法を同一比率とし、各部が明瞭に識別
できる範囲で用いることとする。

ト）記号の認知、普及を図る目的で、各種刊
行物・印刷物に掲載する場合は、へ）で
定められた方法で行う。

3．4．記号のデザイン設計
初めての人にも覚えやすく、説明しやすい
ものとして文字をモチーフとしたもの、また

アクセシブルデザイン関係の標準化が国際的
になってきていることから英文字の
「alcohol」、「liquor」、「spirits」や頭文字の
「A」、「L」、「S」などを検討対象とした。ここ
では、わかりやすいこと、思い出しやすいこ
と、説明しやすいこと及び今後の国際的な展
開も考慮し、「A」の文字を基本にした。
　デザインに当たっては、触覚文字である点
字の高さや点間の寸法（JIST9253　紫外線
硬化樹脂インキ点字－品質及び試験方法）、英
国で考案された視覚障害者用文字「ムーン・タ
イプ」（＊9）のデザインなどを参考に、手指の
動きの方向・範囲などを考慮して検討を進め
た。なお、ムーン・タイプではAの文字は横
棒のないΛ形が割り当てられている。プラス
チックが用いられているキャップ類は比較的
デザインの自由度が高いが、缶の場合の浮出
し文字では加工工程・コストなども考慮し、一
般的に触知可能と思われる範囲で高さを低く
抑え、形状では鋭角のデザインを避け、でき
るだけ一度で成形が可能なように考慮した。
　また、触知のイメージは下方が開いた屋根
型のΛと点の組み合わせでAをイメージさせ
たデザインで、点を小さく高くし、Λ形は点
よりも高さを低く設計することで触知性の向
上を企図した。また記号の形状を子供などに

写真6　RNIBのムーン・タイプの紹介シート
（http://www.moonliteracy.org.uk/

whatis.htmより引用）
図1　アルコール触覚識別マークのデザイン案の

例　左からB案、C案、D案

写真7　左：評価に使用した発泡コピー　中：評価実験の風景　右：評価実験での触知の様子
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説明しやすいことも重要であると考え、「人が
手を広げている形」、「山と太陽」など親が子
供に説明しやすいイメージを持たせた。考案
したもののうち一部で、試作を行ったデザイ
ン案を図1に示す。
　デザイン案の事例として示した図1の記号
は点と三角形を組み合わせて「A」のイメージ
を与えるように設計したもので、視覚的には、
左から容器を抱える人を上から見た様子＋A
の文字、両手を広げた人の様子＋Aの文字、点
で表現した容器を下げている人を前から見た
様子＋Aの文字を表している。
　触覚識別を考慮した場合、たとえば缶蓋部
に配置した場合の大きさで　通常指で一度に
触れる範囲として10mm角程度が適当と思
われる。そのサイズで上記記号に含まれる空
間の幅は点字の点間寸法2.3±0.1 mmを参
考に設計した。

4．記号デザイン案の触覚評価

　ここでは、触覚における記号のわかりやす

さと判別性について評価を行った。使用した
のは、立体コピーと呼ばれる発泡インクを用
いた用紙（KGS社製）で、使用したサンプル
は前掲のデザイン案を含む4種である。評価
は①記号の読み取り性・再現性、②類似記号
との差異性により検討した。評価に使用した
発泡コピーの一部と評価実験風景、評価時の
触知の様子を写真7に示す。

4．1．評価実験①　触覚的わかりやすさの評
価

デザイン案として作成した記号を触覚のみ
でどの程度理解できるかを評価した。被験者
は本学学生18名（年齢18歳から22歳）で、
男性3名、女性15名である。方法は被験者
にアイマスクを用いて視覚を遮断した状態で、
発泡コピーにより作成した4種類の記号を提
示し、触覚のみでその図形を理解、再現して、
回答用紙に描画させ、同時にわかりやすさの
順位を記入させた。評価時間は特に設定せず
に再現描画できるまでとし、参考にトータル
の評価時間を記録した。提示したデザイン案

写真8　　触覚識別（触知描画用）提示サンプル　左からA案,B案,C案,D案とした

写真9　触覚識別（識別描画用）回答例（女性20歳）
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のサンプルは、それぞれの記号がたて約9.5
ｍｍ、浮き出し高さは約0.3～0.4ｍｍであ
る。提示サンプルは、実験終了時まで被験者
には見せず、触覚で評価するのも初めての状
態で行った。写真8は提示したサンプル、写
真9は回答事例である。
　提示サンプルを触知し、再現描画した回答
用紙から抽出した描画事例を写真10～写真
13に示す。
　写真10は提示サンプルをかなりよく再現
描画した事例、写真13は差異が識別できて
いないと思われる事例である。左から1番目
のA案、2番目のB案のサンプル図形はサン
プル自体が類似した図形となっていることか
ら、その差異を識別できていない描画が多
かった。左のA案 , B案と左から3番目のC
案と4番目のD案はほとんどの被験者が違い
を識別し、サンプルに類似した図形を描画し

ていた。なお、4点の描画終了までの時間は
平均397秒で、1点の触知・描画にかかった
時間は平均100秒程度であった。
　また、わかりやすさの評価をわかりやすい
順に1点～4点（大きいほどわかりにくい）で
答えさせた結果、全回答者の平均で、A案（40
点）、B案（51点）、C案（39点）、D案（40
点）となり、評点が多く、わかりにくいと評
価されたB案を除き大きな差はなかった。回
答をグラフにしたものを図2に示す。

4．2．評価実験②　既存記号との識別性の評
価

ここでは、すでに製品につけられている記
号のうちサンプル案と類似している記号を集
め、それらとの類似性・識別性について検討
した。既存のマークは現在立体化されていな
いが、ここではそれが立体化されたものとし

写真13　　回答例4　女性　20歳写真12　　回答例3　女性　20歳

写真10　　回答例1　女性　20歳 写真11　　回答例2　女性　19歳

図2　デザイン案の触覚評価におけるわかりやすさ評価
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てサンプルを作成した。立体コピーにより作
成したサンプルのサイズは各記号とも高さ約
9ｍｍ、浮き出し高さ約0.3～0.4ｍｍ、デ
ザイン案は評価実験①のサンプル案のうち評
価がよくなかったB案を除くA,C,Dの3種の
案を使用した。既存の記号は、グリーンマー
ク、リサイクル（ペット表示）、リサイクル（ア
ルミ）で、写真14に示すものが、評価実験
で使用した評価用紙・回答事例である。
　ここでは、触覚記号の実使用場面を想定し、
記号が逆になった場合も提示して評価を行っ
た。被験者は実験①に参加した学生12名（年
齢18歳から22歳）で、男性2名、女性10
名である。評価課題は、アイマスクをした状
態で、提示サンプルを触知し、提示サンプル
と同じ記号を6つの選択肢からえらび、また、
類似していると感じた記号番号を書き出すと
いうものである。この評価にかかった時間も
記録した。

　正答率はC案が最もよく正立（100％）、逆
立（92％）で、平均96％の正答率、A案は
平均54％、D案は平均71％であった。また
評価時間は正立、逆立の平均でA案103秒、
B案92秒、C案は93秒となっていた。また、
誤回答の内容を見ると、既存のマーク類と間
違えて識別していたのが、A案4件、C案1
件、D案は3件となっていた。なお、C案で
の1件の誤回答は既マーク類とではなく、C
案とA案との誤認であった。
　評価実験①、②を通じて最もよい成績で、
識別しやすく、誤りにくい案はC案というこ
とができる。この実験は大学生を被験者とし
たもので、これらの被験者層よりも触覚識別
能力が低下していると推定される高齢者層な
どではこの結果がそのまま適用できるかわか
らないが、今回は実験をおこなわなかった。

6）識別評価に基づくデザイン案の製品への

写真14　触覚識別の類似性評価で使用した評価用紙と回答事例（一部）

図3 既存記号との識別性の評価結果（正答率、誤回答数、平均回答時間）
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適用（試作）
　ここまでは、デザイン案の評価に立体コ
ピーを使用してきた。実際の製品にデザイン
案を適用した場合の触覚識別性を確認するた
めのアルミ製の缶蓋で試作を行った。触覚識
別性を確保するために重要な記号の浮き出し
高さは基本的には点字の高さと同様の0.4±
0.1 mm程度は必要であると考えられる。し
かしながら、たとえばビールの缶蓋部などで
は現在つけられている点字の高さが0.1 ～
0.2ｍｍ程度であり、通常の点字と同様の高
さの実現は技術的に困難があるとされる。デ
ザイン案Cの試作にあたっては、高さ変化に
よる記号識別性の向上なども企図し、実際の
缶蓋の図4に示す部分に図形高さ8ｍｍ、浮
出し高さは点部分を0.15ｍｍ、三角形部分
を0.12ｍｍと指定して試作設計を行った。
　完成した試作の実際の寸法は、蓋板厚約
0.27 ｍｍ、Ａの外側三角部分の高さが約
0.18mm、Aの丸部分高さ約0.26ｍｍで
あった。なお、同じ缶ふたにつけられている
従来の点字部分は0.14ｍｍ、缶蓋部分で最
も浮出し高さが高い部分はタブにより開口す
る部分の凸部で0.34ｍｍであった。
　試作品の評価は今後の課題としたが、実際
に触って見た感じは、立体コピーよりも鮮明
で触知しやすいと感じられた。

5．まとめ

　アルコール飲料では、缶製品などに視覚障
害者への表示として点字表示がつけられてい
る。これにより点字使用者は缶の中身がアル
コール飲料であるか否かの識別が可能となっ
ている。しかしながら、点字を理解すること
のできる人は視覚障害者のうちの約11％で
あるといわれている。そこで、より多くの使
用対象者にわかりやすい表示方法について検
討し、視覚でも触覚でも理解できる触覚表示
記号のデザイン案の作成・評価を行った。ア
ルコール飲料の触覚識別記号については、視
覚障害者を対象とした調査でも約8割の人が
必要性を感じており、従来の点字との併用表
示が望まれている。また、現在凸文字で表示
されている「おさけです」とも併用し「おさ
け です」のように表示してもよい。アル

コール識別の触覚記号が定着した場合は、点
字の表示内容においても「商品名」、「種類名」
などのより詳細な情報提供やアルコール飲料
以外のたとえば「ジュース」、「コーヒー」な
どの点字表示も可能になる。
　製品の缶や箱には、利用者にとって必要で
有用な情報が数多く印刷・表示されている。こ
れら情報は基本的に利用者すべてが受け取る
ことのできるような方法で表示されることが
必要であり、その要望も強い。IT技術を活用
することにより、これらの要望が実現する可
能性は高いと思われるが、企業あるいは業界
の団体が現状の技術を活用し、少しずつでも
できるところから実施することも必要である。
本報告における触覚識別表示デザイン案が実
現する製品の誤使用防止や使用における不
安・ストレスの軽減は、その製品が提供する

写真15　提案デザイン案の試作品

図4　記号の配置案（缶蓋部）
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はずの快適で豊かな生活の実現に欠くことが
できないものであると考える。
　なお、本研究は受託研究「アルコール飲料
容器のユニバーサルデザインの研究」（サッポ
ロビール株式会社パッケージング技術開発セ
ンター）として実施したものの一部である。
また、本提案の趣旨に基づき、意匠登録など
の申請はしていない。
　デザイン案の試作設計にあたって、技術面
から適切な助言・指導をいただいたサッポロ
ビール株式会社パッケージング技術開発セン
ター大道喜之氏、柳川氏および試作にご協力
いただいた昭和アルミニウム缶株式会社に感
謝いたします。
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む例も」、朝日新聞、2000年4月22日朝刊、朝日新聞
社

＊3『清涼飲料と誤認されやすい「低アルコール飲料」につ
いて』、くらしの安全情報Vol.40、P58～59、2001

年8月30日、（独）国民生活センター　
＊4「酒類の紙パック製品に「点字付きキャップ」を採用」、

宝ホールディングス株式会社ニュースリリース、
2001年12月13日　http://www.takara.co.jp/
news/2001/10-12/01-i-038.htm参照2007年
9月1日

＊5「障害者白書 平成17年版 概要」、内閣府ホームページ、
　　 http://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/

h17hakusho/gaiyou/index.html 参照2007年9
月1日

＊6「包装における触覚識別表示の体系化に関する調査研
究成果報告書」　日本包装技術協会、平成18年3月　
経済産業省委託平成17年度工業標準化推進調査等委
託費（社会基盤創成標準化調査）による。
同報告書P21に掲載された包装・容器における触覚識
別表示に関するアンケート結果を抜粋したものを下記
に示す。
この調査は日本点字図書館などの利用者を対象とした
メール調査（平成17年11月実施）で、抜粋部分の設問
は『「触覚識別表示」として、点字以外で共通した凸マー
クが必要だと思いますか』である。下表各欄の左は人
数、右は回答数との比率を示す）

＊7「JIS S 0022－3　高齢者・障害者配慮設計指針－包
装・容器－触覚識別表示」、日本規格協会

＊8「インクル」　第48号　ｐ7　共用品推進機構発行　
2007年7月

＊9 視覚障害者用文字ムーン・タイプ
　　（http://www.we.kanagawa-it.ac.jp/̃ogawa/

ogawa-lab/moon/moon.htmより抜粋引用）
「・・・英国の視覚障害者、ウィリアム・ムーンWilliam
Moonが考案した触覚文字。RNIBの資料によれば、次
のように説明されています。ムーンは、視覚障害をも
つ、あらゆる世代に使えるよう意図して作られている。
大きな形にしていたり、半数以上は印刷文字にかなり
類似させるなどしているので、触覚が鈍くなってきて
いる高齢者に特に適当であることが見出されてきた。」

全盲 弱視他 計 全盲 弱視他 計

とても必要 121 50% 29 54% 150 51% 10 48% 14 42% 24 44% 6 60% 180 50%

やや必要 74 31% 14 26% 88 30% 6 29% 10 30% 16 30% 2 20% 106 29%

それほど
必要ない 36 16% 8 15% 46 16% 2 10% 7 21% 9 19% 2 20% 57 16%
全く
必要ない 3 1% 2 4% 5 2% 2 10% 1 3% 3 6% 0 0% 8 2%

無回答 5 2% 1 2% 8 2% 1 5% 1 3% 2 4% 0 0% 10 3%

回答数 239 54 297 21 33 54 10 361

点字使用者 点字非使用者

酒
類
凸
の
必
要
性

晴
眼
高
齢
者

選
択
肢

合
計

＊6表　酒類凸表示の必要性


